
東松島市基礎情報（Ｈ27.10.1時点）
・人口:39千人（DID人口：19千人）
・可住地面積：71.5km2

【H28：震－４】 矢本パーキングエリア拡張整備・運営事業における官民
連携手法導入検討調査（実施主体：宮城県東松島市）

①対象施設の状況
矢本ＰＡ（上り）：Ｈ9年度設置※Ｈ27年度利用台数_約6.5万台/年
無料休憩施設：Ｈ22年度設置（プレハブ）※Ｈ27年度利用者数_約2万人/年

②対象地の状況
対象面積：約2ha（※矢本PA分除く）
都市計画：石巻広域都市計画区域（市街化調整区域）
周辺環境：山林（※一部土取り事業実施予定区域）
交通環境：三陸縦貫自動車道（上り線）※Ｈ22年交通量：3万台/日（上下線）

③地域住民や関係者のニーズ等の整理
震災前から矢本ＰＡ利活用の地元要望あり

④施設機能等の整理
物販・飲食機能、地域情報の発信機能
防災機能（一時避難場所、備蓄倉庫等）

調査対象施設（対象地）の概要

①自治体が抱えている課題
災害に強いまちづくりのための地域自給力の向上、災害支援ネットワークの構築（津波警報時に対応できる一時雛避難場所の確保）
農業・漁業・商業・製造業・観光をつなぐことによる新たな魅力創出と雇用確保（観光部門の復興）

②上位計画（復興計画）との関連性

「東松島市復興まちづくり計画」の基本方針である「防災・減災による災害～防災自立都市の形成～」と「生業の再生と多様な仕事を
創るまちづくり」として新たな観光の魅力づくりの一貫（東松島市第二次総合計画実施計画書における位置づけあり）

③上記課題への対策としてこれまで実施している施策や効果等
三陸縦貫自動車道の4車線化工事を実施（Ｈ27年度完了）
矢本ＰＡ（上下線）に無料休憩施設を設置し、地域情報の案内及び地元特産品の販売を実施中（上り：2万人/年、下り：2万人/年））
防災集団移転先における一時避難場所の確保

④当該事業の発案経緯
矢本ＰＡ整備後に住民等からの利活用の希望あり、首長による一時避難場所としての活用方針あり、隣接区域での土取り事業の実施

【事業分野：道路】 【対象施設：三陸縦貫自動車道（矢本ＰＡ）、地域振興施設 】 【事業手法：PFI方式 】
【キーワード：道の駅、高速道路の連結、サウンディング型市場調査、跡地活用】

事業発案に至った経緯・目的

対象区域

矢本ＰＡ（上り）

矢本ＰＡ（下り）

三陸縦貫自動車道 至 石巻

至 仙台

土取り事業区域
矢本ＰＡ（上り線）



事業化検討

今後の進め方

H29年度：道の駅基本計画策定・事業手法決定
Ｈ30年度：事業者選定（PFI法に基づく手続き予定）
Ｈ31～32年度：設計・建設
Ｈ33年度：供用開始（道の駅登録）

【ロードマップ（想定）】 【想定される課題】

調査内容調査の流れ

・道の駅の設置に向けた道路管理者との協議
・高速道路との連結申請
・国有地（現道路用地）の一部取得
・各種土地利用制度の手続き（開発許可等） など

①検討した事業手法等

• 事業条件等を踏まえて官民連携事業の業務範囲を設定
し、ＰＦＩ方式・定期借地権方式の適合性を検討した。

• 施設特性を考慮すると定期借地権方式は民間資金・ノウ
ハウを活用しやすく、リスク分担も適切であるが、高速道
路との連結や関連事業との調整等を考慮すると事業推
進上の課題が大きいためＰＦＩ方式の採用を結論付けた。

①実施目的

• 本事業の事業段階は事業発案段階
で基本計画策定前に当たることを踏
まえ、市場対話（サウンディング型）
により、事業の情報提供による参入
意欲の向上、事業内容等の意見収
集を行った。

②実施内容

• 地域振興施設の建設～運営につい
て、民間及び公共を主体とした事業
推進の展望・課題を聴取した。

③調査結果

• 産直中心とした場合、地元との連携
を要するため、民間1社では困難。

• 地元農家・企業等を含めたマネジメ
ントできる事業者の参画が必要。

• 過年度調査で取りまと
めた事業構想の実現性
を高めるため、事業発
案段階から県内・市内
事業者を中心に意向調
査を実施し、民間資金・
ノウハウの活用可能性
を調査した。

• 意向調査結果等を踏ま
え、官民連携による事
業スキームを検討した。

過年度調査結果の整理

事業構想・条件整理

事業者意向調査

事業スキームの検討

事業推進方策の整理

＜調査フロー＞

②検討結果、結論

• 民間・市・国の連携・分担
により事業性が期待でき
る道の駅として、ＰＦＩ事業
の導入を前提に事業を推
進する。

• 複数事業が関連する官民
連携事業は、公共による
事業コントロールが一定
程度必要となる。

• 震災を経験した地域だか
らこそ「命の道」と位置付
ける三陸縦貫自動車道
（ＰＡ）を活用した防災拠
点、市の魅力を発信する
観光拠点形成への期待。

＜事業スキーム（案）＞

＜配置計画イメージ＞

矢本ＰＡ
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